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ニ ホ ン イ ノ シ シ と コ オ ライ イ タ チ か ら え た 肺 吸 虫 の 種 類
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は　 じ　め　に

イ タチ， テソ，イ ヌお よびイ ノシシが宮崎肺吸 虫の，

またイ ヌ，ブ タ，ドブネズミ，イ タチ， タ ヌキ， アナグ

マお よび ハタネズ ミが大平肺吸虫 の自然 終宿主 として報

告さ れてい る．われわれは最近，山 口県産 のニホソイ ノ

シシSus 　scrofa　leucomystax　Temminck　et　Schlegel，1842

1 頭 と，兵庫県産 のコオライイ タチMustela 　s画 一r

加 郎reana 　（Domaniewski ，　1926）　1頭から， かな り

の肺吸虫成虫をえ，形態学的に精査した 結果 ，前者から

のものを ミヤザキハイ キュウチュウ 鳬 ，・agoni万ius　mi－yazakii

　Kamo ，　Nishida，　Hatsushika　et　Tomimura ，1961

後者 から のものを オオヒラハイキュウチュウ　j7々 7－ragonimus

　ohirai　Miyazaki，　1939　と同定す ることが

で きた ．すでに ，イ ノシシやイ タチ から肺吸虫 が報告さ

れてはい るが，虫そ のものも，宿主 も， 同定 かな らずし

も正確ではない ので，あえて，こ こに記録 することにし

た ．

材料および方法

こ の観察に用いた ニホソイ ノシ シは1967 年9 月23日，

山 口県岩国市六呂師で，また コオライイ タチは1967 年10

月23 日，兵庫県城畸郡城崎町戸島でえら れた ものである．I

これら の宿主から とり出された肺臓を肉眼的に 検査し，

虫結節 の性状を調べ，虫 ノウ腫内から とり出された虫体

は圧平しながら70 ％ アル コールで固定後，ミョ ウバン・

カル ミンで染色し，形態を鏡検した ．卵は虫 ノウ内のも

のを観察した ．

結　　　　　 果

1． ニホソイ ノシシからえた肺吸虫

Fig ．　1　に示 したよ うに ，肺臓は，右肺下葉 の1 部が欠

損してい るが，全部で8 個 の虫 ノウ腫を みとめ，それら

は肺 胸膜面 から ほとんど隆 起し ておらず石灰化 心してい

なか った ．虫ノウ腫 内に はチョコレ ート様 の液と多数 の

虫卵を みとめ，虫ノウ腫7 個から，1～2 匹，計11 の虫

体をえた ．

5個 体の圧 平染 色標本に おけ る虫体の大 き さ は 平 均8

．30×3．51　mm　（7 ．24～9 ．93×2．94～3．98　mm）で，腹

吸盤 は体の中央 部より前方にあ り，そ の大 きさは4 イ固体

の平均 が0 ．68×0．67mm 　（0 ．65～0 ．75×0．67～0 ．79mm ）

で， 口吸盤 のそれは平均0 ．50×0．63　mm（0 ．37～0 ．65×0

．44～0 ．75　mm）で，腹吸盤の方がやや大 きい ．皮棘 は

単生 （Fig ．　2）， 卵巣 の大 きさ は平均1 ．02×0 ．98　mm

（0 ．78～1 ．14×0．78～1．29　mm）で，複雑に分岐し，精巣

の大 きさは 右で3 個体の平均が1 ．45×0．83　mm　（1 ．03～L76

×0．62～1．09　mm）， 左 で 平 均　1 ．46×0．85　mm

（1．03～1．86×0 ．81～0 ．93　mm） で， 精巣は卵巣 よりや

や大きかった（Fig ．　3）．虫卵は卵形（Fig ．4）で ，そ の

大きさは54個 の平均が73 ．6×44．3μ（64．9～82．4×39．1～49

．4μ）で，最大巾 はほぼ 中央 か， または蓋端部にや や

近 く，卵殼は うすく，側部の厚さは平均LO μ で ，一 様

であ り，無 蓋端部の肥 厚はみられなかった ．こ れらの特

徴は宮崎肺吸虫 のそ れと一 致し た．

2．　コオライイ タチか らえた肺吸虫

Fig ．　5　に示した ように ，肺 臓に は16 個の虫 ノウ腫を

みとめ ，こ れら は肺 胸膜面 から隆 起し，すべて のノウ腫

壁に化骨が みら れた．虫ノウ腫 内に はチョ コレート様の

液と虫卵を みとめたが，11個の虫 ノウ腫には生 きた虫体

はみ とめら れなかった．のこり5 個の虫 ノウ腫か ら1 ～2

匹 ，合計7 匹 の虫を検出した．そ の大きさは3 個体 の圧

平染 色標本において平均5 ．17×3．46　mm　（4．34～5 ．79×2

．90～3 ．83mm ），腹吸盤 の大 きさ は平 均0 ．68×0．70mm

（0 ．66～0．68×0．67～0 ．72　mm）， 囗吸盤 のそれは 平 均0

．53×0．62　mm 　（0．52～0．54×0．57～0 ．65　mm ）で ，口吸

盤 より腹吸 盤の方 がやや大きい ．皮棘は群生し（Fig ．　6），
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卵 巣の大 き さ は 平均0 ．92×0．91　mm　（0．58～1．24×0

．57～1 ．24　mm） で，複雑に 分岐 している （Fig ．7）．　1

個 体の精巣の大きさは右で1 ．34　x　1．72　mm，左でL71 ×0

．83　mm　で精巣は卵 巣よりも大きかった． 虫卵は卵形

で（Fig ．　8）， その大きさは12 個の平均が82 ．9×52．4μ

（77 ．3～89 ．6×49．4～59 ．7μ）で，最大巾は中央 よりやや

無 蓋端 側にあ るものが多か った ．卵殻 側鄒の厚さは平均1

．2μ（1．0～2 ．1μ）で，一様であり， 無蓋端部 の著しい

肥 厚は みら れなか った ．こ れら の特 徴は大平肺吸虫 のそ

れに一 致し た．

考　　　　 察

ニ ホ ソ イ ノ シ シ は ， は じ め 宮 崎 ら （1954 ） に よ っ て ，

実 験 的 に 大 平 肺 吸 虫 の 終 宿 主 に な り う る こ と が 報 告 さ れ ，

そ の 後 ， 横 川 ら （1957　a ） は 肺 臓 の 病 理 的 所 見 か ら 南 伊

豆 地 方 の イ ノ シ シ に 大 平 肺 吸 虫 が 寄 生 し て い る で あ ろ う

と 報 告 し た が ， 虫 も 卵 も み て い な い の で 確 実 で は な い ．

宮 崎 肺 吸 虫 が イ ノ シ シ に 寄 生 し て い た こ と は 加 茂 ・ 初 鹿

（1965 ）に よ っ て 学 会 で 追 加 報 告 さ れ ， つ い で 初 鹿（1965 ）

に よ っ て ， 同 じ 材 料 が 記 録 さ れ た ． こ れ は 山 口 県 岩 国 市

六 呂 師 で 捕 獲 さ れ た イ ノ シ シ1 頭 の 右 肺 下 葉 に 虫 ノ ウ 腫1

個 を み と め ， そ れ か ら え た2 匹 の 虫 体 に 関 す る も の で

あ る ．

わ れ わ れ は1967 年9 月23 日 ， 同 じ 場 所 で 捕 獲 さ れ た 二

ホ ソ イ ノ シ シ1 頭 の 肺 臓 に8 個 の 虫 ノ ウ 腫 を み と め7 個

か ら11 匹 の 成 虫 を え て ， 精 査 の 結 果 ， こ れ ら の 特 徴 はKamo

d　 α／・，　（1961 ）， 寺 内 ら （1961　a ）， 冨 村 ・ 寺 内

（1962 ），片 峰 ・ 本 村 （1962 ）， 西 田 ら （1964 ） お よ び 川 島

ら （1965 ） の 報 告 に 一 致 し た ． ま た ， こ の ニ ホ ソ イ ノ シ

シ の 捕 獲 地 区 山 口 県 岩 国 市 六 呂 師 は 宮 崎 肺 吸 虫 の 濃 厚 な

分 布 地 で あ り （Kamo　g ／　al ．，　1961　 ；　加 茂 ら ，　1961 ；

冨 村 ら ，　1964 ），・ 今 日 ま で に ， 多 く の 研 究 者 に よ っ て 調

査 さ れ た に も か か わ ら ず ， 未 だ 他 種 肺 吸 虫 の 存 在 が み と

め ら れ て い な い ． こ れ ら の 点 か ら ， わ れ わ れ は ， 今 回 え

た す べ て の も の を 宮 崎 肺 吸 虫 と 同 定 し ， 加 茂 ら の 知 見 を

一 層 確 実 な も の に し た ． 今 泉 （1960 ） に よ る と ニ ホ ソ イ

ノ シ シ は 本 州 ， 淡 路 ， 四 国 お よ び 九 州 に 分 布 し ， 本 州 で

は 和 歌 山 ， 兵 庫 ， 山 口 等 南 部 に 多 く ， 長 野 県 北 部 ， 石 川 ，

富 山 ， 新 潟 ， 東 北 地 方 等 に は 殆 ん ど 棲 息 し な い が ， 近 年

福 島 と 岩 手 で 捕 獲 さ れ て い る と い う ． 宮 崎 肺 吸 虫 の よ う
，　　　　　　　　 ・　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　1

●
に ， サ ワ ガ エ を 中 間 宿 主 と し ， か な り 高 地 に み ら れ る 肺

吸 虫 に と っ て は ニ ホ ソ イ ノ シ シ は 重 要 な 終 宿 主 と 考 え ら’

れ る ． 同 様 に ， ウ ェ ス テ ル マ ソ 肺 吸 虫 の 終 宿 主 に も な り

うると思 われ るが，実験的に 乱 自然 界で も，まだ確証

がない ．同じ サワガエに 寄生し ，同 様な環境に 分布する

佐 渡肺吸 虫が ，将来 ，イ ノシシか ら検出さ れる可 能性も

充 分考えられる．反対に ，河 口付近に 分布する大平肺吸

虫 がイノシシに感染 する機会は，少ないのではないだろ

うか．この意味で ，横川ら の報告し た南伊豆 地方のイノ

シシについ ては，くわしい再 検討が必要であ る．

イタチは恩知（1918 ）に よって，はじめて肺吸虫 の終

宿主 であ ることが報告され， その後， 吉田ら（1932 ），Yamaguti

　（1933 ），お よび吉 田（1934 ）に よってもみと

められている．そして種類としてはウェ ステルマ ソ肺吸

虫 鳬・■agonimi・s　g6たrmani 　（Kerbert ，　1878）と考え

られているが，当時は1 種しかいないと信じられていた

時 代であ るから，今 から思えば同定が全部正しかったと

は，いいえない．その後，イタチから確実な本種をえた

とい う報告はない よ うであるが，宮崎は徳島県 のイ タチ

か ら，これを 確認している．

万納寺（1952 ）は ニホ ンイタチにおけ る大平肺吸虫 の

感染実験に成功した．その後，加藤（1953 ），横川ら（1957b

，　c）および宮本（1961 ） はイ タチが大平肺吸虫 の自然

終宿主であることを報告した．また，宮本（1961 ） は兵

庫県北部円山川流域で満 州 イ タ チ（或は朝鮮イ タチ）Mustela

　sibirica　mのichuricciを20 頭検査し ，そ の中

の1 頭から，大平肺吸虫をえた と報告してい る．し かし ，

満州イ タチが 日本に棲息し てい るとい う記録 はわれわれ

の知 るかぎ りではない ので ，こ のイ タチ がは たし て満州

イ タチであ ったか どうか疑問であ る．宮本（1961 ）も，

これを「或は朝鮮イ タチ」 とかい てい るが，徳田（1951 ）

に よれば ，このイ タチはむしろ コオライイ タチであ った

か もし れない ．しかし，そ の標本がない ので ，いまさら

確か めることはで きない ．

われわれは1967 年10月23 日，円山 川流域の戸島でコ オ

ライ イタチ1 頭をえ て，そ の肺 臓に16 個の虫ノウ腫をみ

とめ，その5 個から生きた成虫7 匹をあつ めた．精査の

結果 ，本成虫の形態的特 徴は大平肺吸虫あ るいは小形大

平肺 吸虫Paragonimus 　iloktsuenensis　Chen，　1940　の

それと同じであり（宮崎，　1939，1961　；　宮崎・池田1952；

寺内ら，　1961b　；　Chen，　1940　；　宮崎，　1944），一 方，こ

のイタチを採集した地区は大平肺吸虫の濃厚な分布地で，

他種の肺吸虫はみとめられていない（吉田ら，　1955　；　宮

本，　1961）とい う事 実から，この虫体を大平肺吸虫 と同

定し，こ のイ タチが大平肺吸虫 の終宿主にな ることを 明

らかにした．：　・・
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徳田（1951 ）に よると， もと もとわ が国には ニホンイ

タチy1血地心sj ゐ鈿汕7　itatsi　Temminck　et・　Schlegel，1844

だけ がすんでいた のであ るが，今 日みられ るコオラ

イイ タチは昭和5 年頃に尼崎市 と明石市 の業者 の飼 育し

た ものが逃げて繁殖した ものとさ れてい る．コオライ イ

タチは ニホンイ タチ より強く ，各地で分布区域 をひろげ，

ニホンイ タチを平地 から駆 逐しつつあ るとい う．した が

っ て， コオライイ タチ はこれからは ますます大 平肺吸虫

のように河 口流域に みられる肺吸虫 の重要な終 宿主にな

りうると考えら れる．今泉（1960 ）に よると，コオライ

イ タチは ニホンイ タチ より大形で，尾 が長 く，尾率50以

上 （ニホンイ タチ は36 ～50 ，平 均42 ），口角から下顎に

境 界の明ら かな白斑 があ り，頸下面は頬 ，頭お よび 体下

面 と同色で 白毛を混じ てい る．冬毛は上 面黄味 をおびた

コハク色ないし タソ色で，額は 焦茶 色をおび，頬 と体下

面 は濃 い黄土 色，尾 と四肢は背 と同 色，下顎 の白斑部 の

毛 は根元 まで白 色．夏毛は こJコア色をおび た茶 色で毛 が

粗 い．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ご．

む　　 す　　び

山口県六呂師産 ニ ホ ソ イ ノ シ シSus　scrofa　yaa 一mystax

　Temminck　et　Schlegel，　1842お よび兵 庫県城崎

産コオライイタチMustela 　sibi・rica　coreana　（Doman －iewskl

，　1926）に寄生していた肺吸虫は ，そ れぞ れ成虫

の形態的特徴 が 宮崎肺吸虫Paragonimus 　miyazakiiKamo　d　al

　
　1961　お よび大平肺吸虫Paragonimusa

／・・・rai　Miyazaki，　1939のそ れと全 く同じであ った．ま

た ，このイ ノシシお よびイ タチをえ た地区 は，それぞ れ

宮 崎肺吸虫お よび大平肺吸 虫だけ の濃厚 な分布 地であ る

とい う事実 からに これらの肺吸虫を宮崎肺吸虫 および大

平肺吸虫 と同定し ，ニホンイ ノシシを前者の，そして＝＝・

オライイ タチを後者 の重要な終 宿主 と考え た．
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Explanation　of　Plates

Figs ．　1－4．　P．　miyazα短f　from　the　Japanese　wildboar

．

Figs ．　5－8．　P．　o短尺zi　from　the　Korean　weasel．

Fig ．　1．　Lungs　of　the　wild　boar，　showing　wormcysts

　（arrows ）．

Fig ．　2．　Cuticular　spines　between　the　oral　and　theventral　sucker

，　spacing　singly．　（Scale　：　40　mi－crons

）

Fig ．　3．　Ovary　of　moderate　branching ．

Fig ．　4．　Egg　from　a　worm　cyst　of　the　lung．　（Scale：

（72 ）

30　microns）

Fig ．　5．　Lungs　of　the　weasel　with　many　wormcysts

，　the　wall　of　which　was　a11　ossified．

Fig ．　6．　Cuticular　spines　between　the　oral　and　theventral　sucker

，　arranging　in　groups．　（Scale：　40microns

）

Fig ．　7．　Ovary　of　delicate　branching．

Fig ．　8．　Egg　from　a　worm　cyst　of　the　lungべScale：30

microns ）
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ON　THE　LUNG　FLUKES，　PARAGONIM びS　FOUND　IN　A　JAPANESE　WILD　BOARAND　IN　A　KOREAN　WEASEL

Fusanori　HAMAJIMA　AND　Ichiro　MIYAZAKI

（7）ゆαrime が θ／ 矜7四琵／θ／θ£・，凡7a ／ぴ ∂yA 発心cine，　K＿即 汕μ

じniversity，　Fuk。wka，　Ja｛．・αめ

On　September　23　and　October　23，　1967　the　authors　obtained　respectively　11　adultParagoni

・
垪μs　from　the　lungs　of　a　Japanese　wild　boar，　Sus　scroか ／と？ucomy・si　ax　Temminckand　Schlegel

，　1842，　which　was　captured　in　Rokuroshi，　Iwakuni　City，　Yamaguchi　Prefecture

（Fig ．　1）　and　seven　adult　worms　from　a　Korean　weasel， ルfusたla　sibiパca　coretμla　（Doma －niewski

，　1926）　which　was　collected　in　Toshima，　Kinosaki－Machi，　Kinosaki　Gun，　Hyogo　Pre－fecture

　（Fig ．　5）．　The　living　lung　flukes　were　flattened　in　70％　alcohol，　and　stained　withcarmine

．

The　flukes　from　the　Japanese　wild　boar　were　provided　with　cuticular　spines　singly

spaced 　（Fig．　2）　and　a　moderately　branched　ovary　（Fig ．　3）．　The　eggs　（Fig ．　4）　were　ovalin　shape　and　the

egg －shell　was　thin　and　uniform　in　thickness．　The　widest　portion　of　the　shellwas　usually　situated　at　middle　or　near　operculum

．　From　these　morphological　features　thepresent　worms　were　identified　as　

？．　miyαzα恥・j　Kamo，　Nishida，　Hatsushika　et　Tomimura ，1961

．

0n　the　other　hand，　in　the　lung　flukes　from　the　Korean　weasel，　the　cuticular　spineswere　always　arranged　in　groups　

（Fig．　6），　and　the　ovary　was　delicately　branched　（Fig ．7）・The

majority　of　the　eggs　were　oval　in　shape　with　the　maχimum　width　near　nonoperculated　end　

（Fig ．　8）．　The　egg－shell　was　uniform　in　thickness　and　a　little　thicker　than　theformer

．　From　these　features　the　worms　were　regarded　as　P．　ohirai　Miyazaki，　1939　0r八iloktsuenensis

Chen ，　1940．　In　addition，　from　the　fact　that　the　locality　where　this　weaselwas　captured　is　a　heavily　infested

　area　exclusively　with　P．　ohirai，　the　flukes　were　finallyidentified　as　

？．　ohirai．　Thus ，　the　Japanese　wild　boar　and　the　Korean　weasel　were　confirmedto　be　the　natural　final　host　of　

？．用乙・臨akii　and　？．　ohirai，　respectively．

一 一 一 一 一 一 － 一 一 － ＝
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